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平成２７年度会津美里町立新鶴小学校第３回活動 

活 動 報 告 書 

●活動名：稲刈り 

●活動のめあて（目的、目標）：普段口にしている米の生育過程を学ぶ。 

●日 時：平成 27年 10月 23日（金） 10：15～11：45  

●天 気：晴天 

●場 所：大沼郡会津美里町鶴野辺字阿久津西 

●当日参加者・協力者 

参加者内訳 技術指導 人数 

県職員  ７名 

小学校教諭  ２名 

児童  24名 

地元農家（田んぼ・畑の学校の先生）  １名 

田んぼ・畑の学校応援団 

ＪＡ会津みどり新鶴総合支店 

会津宮川土地改良区 

 

○ 

○ 

３名 

１名 

２名 

 

●当日の活動場所見取り図 
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●事前準備 

前日までの準備 

実施したこと・準備したもの 参考画像 

なし なし 

当日の準備 

実施したこと・準備したもの 参考画像 

・移動の際の先導・誘導及び見守りを行った。 

・農村振興課にカマ３０本を準備して頂いた。 

 

 

 

 

●準備物一覧 

準備物 参考画像 

なし なし 
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●当日の活動内容 

時間 活動内容・作業や指導のコツ等 参考画像 

10：15 

 

 

 

 

 

 

10：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待ちに待った稲刈りの日を迎えました。空は秋日和です。

若手職員が先導を行い小学校を出発します。お天道様が

にこやかに送り出してくれました。 

 

 

 

 

開会式 

校長先生からご挨拶を頂いた後、農林事務所より注意事

項を伝達し、ＪＡ会津みどりの山田さんにカマの使い方

についてご指導を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲刈り開始 

ＪＡ会津みどりの山田さん、会津宮川土地改良区の酒井

主任が、稲の刈り方について指導して下さいました。 

 

「カマで怪我しないように気を付けてね」 

 

いよいよ、刈り取り開始です。スタッフが固唾を飲んで

見守ります。 

 

最初、慣れない手つきでおそるおそる刈り取っていた児

童たちですが、次第にコツを掴んで黙々と作業を進めて

いきます。 

 

皆さん、はじめてなのになかなかの腕前です。 

「皆、将来は良い担い手になれるよ」 

地権者の福田さんからお墨付きを頂戴しました。 
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11：00 

 

 

 

 

11：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち穂も残さず拾いました。 

 

 

 

 

 

 

 

刈り取った稲は、畦道に束にして置きます。 

お日様に照らされた稲から、秋の香りが漂います。 

 

 

 

エアロスターダイナマックスＥＲ １０８の登場です。

児童たちから、「迫力あるね」、「格好良いね」等の声が上

がりました。 

 

 

 

取り入れ口に稲の束を入れましょう。すると、入れた稲

はコンバイン後部へ運ばれていき、脱穀されます。 

 

 

 

脱穀しカッティングされた稲わらは、勢いよくほ場へ排

出されます。 

 

 

 

 

 

再度、落ち穂がないか、皆で確認します。 
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11：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11：45 

残っている稲を、コンバインで刈り取ります。 

何人かの児童が交代で実際にコンバインに乗って、地権

者の福田さんの指導を受けながら刈り取っていきます。 

 

 

 

 

 

その様子を見ていた他の児童からは、「上手だね」、「凄い

ね」という感嘆の声以外に、「ずるいな」と悔しさにじむ

声もありました。 

 

 

 

 

 

コンバインの中に貯留された籾は、オーガという煙突状

のパイプをくぐり抜けて、コンテナへ排出されます。 

 

なんとこのオーガは、無線リモコンによって操作されて

いるのです。 

 

 

早速、収穫したばかりの籾を確認します。福田さん曰く、

今年も良い出来だとのこと。 

収穫した籾は水分を含んでいます。これから乾燥・籾摺

りというプロセスを経て、はじめて精米になります。 

 

 

 

 

閉会式 

５年生代表の児童が、地権者である福田さんへお礼の言

葉を述べ、今年度の田んぼの学校はこれにて修了しまし

た。 
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●活動の成果・効果 

活動の成果 今回の稲刈りは、稲を手刈りするだけではなく、刈った稲を農業機械（コンバイン）

でどのようにして脱穀されるのかということを、見てそして体験して学んで頂く良

い機会になったと思う。 

児童の感想 私は、初めて稲刈りをしました。ＪＡの山田さんに稲をかまで切る方法を教わりま

した。稲の下の方をつかんでかまを引く感じで刈ることが分かりました。コンバイ

ンにも初めて乗せてもらいました。手で刈るより速くて、さらにもみとわらに分け

てくれるので便利だと思いました。 

小学校の感想 ＪＡさん、土地改良区の皆さん、福田さんに教えていただいて稲刈りが安全に楽し

くできました。子どもたちは、大変喜んで稲刈りをしたり、コンバインの速さに驚

きの声を上げたりしていました。その上、コンバインに乗せていただいたり、リモ

コンを操作させていただいたり、貴重な体験ができました。米の大切さを知るとと

もに、郷土を愛する心も育ったように思います。ありがとうございました。 

地元農家の感想 田植え作業から稲刈り作業まで、真剣に取り組んでいたと思います。作業は大変だ

ったと思いますが、楽しくできたのでよかったです。 

 


